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北
海
道
大
学
で
は
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
利
用
し
て
、
講
演
会
や
学
内
行
事
の
各
部
局
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
向
け
放
送

サ
ー
ビ
ス
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
映
像
中
継
す
る
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

第
二
章

入
学
試
験
制
度

第
一
節

分
離
・
分
割
方
式
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

一
九
八
八
年
十
一
月
の
評
議
会
で
、
北
海
道
大
学
の
入
学
試
験
を
九
〇
年
度
か
ら
分
離
・
分
割
方
式
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
九
〇
年
度
か
ら
全
国
的
に
新
し
い
共
通
試
験
で
あ
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
九
年
度
の

入
学
試
験
関
係
の
諸
委
員
会
・
機
関
は
そ
の
準
備
体
制
を
整
え
た
。

ま
ず
、
一
九
八
九
年
四
月
の
第
一
回
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
向
け
て
、「
北
海
道
大
学
主
管
共
通
第

一
次
試
験
実
施
要
項
」
を
「
北
海
道
大
学
主
管
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
要
項
」
へ
と
名
称
変
更
し
、
札
幌
医
科
大
学
と
の
共
同

実
施
体
制
を
解
消
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
北
海
道
地
区
連
絡
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
を
決
め
た
。

一
九
八
九
年
五
月
の
第
二
回
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
九
〇
年
度
入
学
試
験
の
基
本
方
針
と
行
事
日
程
を
、
前
・
後
期
日
程
の
二

回
の
試
験
に
備
え
て
整
備
し
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
五
教
科
六
科
目
（
数
学
二
科
目
）
と
し
、
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
前

期
日
程
試
験
が
ほ
ぼ
従
来
通
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
期
日
程
試
験
は
小
論
文
試
験
や
面
接
を
課
す
な
ど
異
な
る
選
抜
方
法
で
行
い
、

入
学
定
員
の
一
〜
二
割
を
振
り
分
け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
を
公
表
す
る
「
学
生
募
集
要
項
大
綱
」
は
今
後
「
入
学
者
選

190190190190通史 第三編 北海道大学の再編 190



抜
要
項
（
大
綱
）」
と
改
め
、
第
二
次
入
学
試
験
実
施
委
員
会
で
作
成
す
る
こ
と
と
し

た
。一

九
八
九
年
十
二
月
に
入
り
、
入
学
定
員
の
変
更
が
急
遽
示
達
さ
れ
た
た
め
、
そ
の

増
減
定
員
を
前
・
後
期
に
振
り
分
け
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
経
済
学
部
（
文
Ⅱ
系
）
定

員
二
〇
名
増
に
よ
り
文
Ⅱ
系
は
前
期
二
四
〇
名
、
後
期
三
〇
名
と
な
り
、
医
学
部
定
員

二
〇
名
減
に
よ
り
医
学
進
学
課
程
は
前
期
九
〇
名
、
後
期
一
〇
名
と
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
、
初
め
て
の
分
離
・
分
割
方
式
に
よ
る
前
・
後
期
日
程
試
験
に
対
応
す

る
た
め
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で
合
計
五
回
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
が
開
か
れ
、
受
験
者

と
合
格
者
の
判
定
が
慎
重
に
行
わ
れ
た
。
九
〇
年
度
合
格
者
は
前
期
日
程
二
一
四
三
名
、

後
期
日
程
三
六
二
名
を
数
え
た
。
こ
の
間
、
法
学
部
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
文
Ⅲ
系
入
学

試
験
科
目
の
変
更
が
正
式
に
認
め
ら
れ
、
九
二
年
度
か
ら
前
期
日
程
試
験
は
英
語
・
数

学
・
国
語
、
後
期
日
程
試
験
は
小
論
文
の
み
と
す
る
こ
と
が
三
月
に
公
表
さ
れ
た
。
な

お
、
九
一
年
度
は
過
渡
的
に
前
・
後
期
日
程
試
験
と
も
小
論
文
と
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
九
一
年
度
入
学
試
験
の
準
備
過
程
で
最
大
の
問
題

は
入
学
定
員
改
定
に
伴
う
配
分
の
変
更
で
あ
っ
た
。
文
学
部
（
文
Ⅰ
系
）
一
〇
名
、
経

済
学
部
（
文
Ⅱ
系
）
一
〇
名
、
法
学
部
（
文
Ⅲ
系
）
二
〇
名
、
理
学
部
数
学
科
（
理
Ⅰ

系
）
一
〇
名
、
工
学
部
電
気
工
学
科
（
理
Ⅰ
系
、
理
Ⅱ
系
）
一
〇
名
、
計
六
〇
名
の
増

員
計
画
に
対
し
、
前
・
後
期
日
程
試
験
に
よ
る
定
員
（
募
集
人
員
）
を
表
３－

２
の
よ

う
に
定
め
た
の
で
あ
る
。

募集人員の内訳
後期（予告倍率）

（６．０）
（A）

（１０．０）
（６．０）
（６．０）
（６．０）
（６．０）
（B）

（１０．０）

３０
３０
３０
１１５
７０
３３
３５
１０
８
３６１

前期（予告倍率）
（４．０）
（４．０）
（４．０）
（４．０）
（４．０）
（４．０）
（４．０）
（５．０）
（６．０）

１４５
２５０
２２５
６１０
３７０
１７５
１８４
９０
５２

２，１０１

募集人員

１７５
２８０
２５５
７２５
４４０
２０８
２１９
１００
６０

２，４６２

系・課程

文Ⅰ系
文Ⅱ系
文Ⅲ系
理Ⅰ系
理Ⅱ系
理Ⅲ系
水産系

医学進学課程
歯学進学課程
合計

表３－２ １９９１年度募集人員 （１９９０年１２月１２日入学者選抜委員会資料）

注 （Ａ）は大学入試センター試験４８０／８００以上１０倍まで、（Ｂ）は大学入試センター試験６３０／９００以上１０倍までを表す。
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一
九
九
一
年
二
月
末
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
九
三
年
以
降
の
入
学
試
験
に
つ
い
て
、
実
施
方
式
は
分
離
・
分
割
方
式
と
す
る

が
、
教
科
科
目
及
び
配
点
、
定
員
配
分
と
二
段
階
選
抜
に
つ
い
て
は
当
面
、
現
状
を
大
幅
に
変
更
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
九
一

年
度
合
格
者
に
つ
い
て
分
布
を
見
る
と
、
前
期
日
程
で
は
道
内
高
等
学
校
卒
業
者
が
四
七
・
二
％
、
男
子
一
七
五
四
名（
八
〇
・
三
％
）

女
子
四
三
〇
名
（
一
九
・
七
％
）、
計
二
一
八
四
名
を
数
え
、
後
期
日
程
で
は
道
内
高
等
学
校
卒
業
者
が
二
四
・
七
％
、
男
子
三
〇
六

名
（
七
八
・
五
％
）
女
子
八
四
名
（
二
一
・
五
％
）、
計
三
九
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
度
入
学
試
験
の
準
備
は
例
年
通
り
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
九
一
年
秋
に
入
り
い
く
つ
か
の
新
し
い
問
題
が
生
じ
、
十
二

月
の
第
二
次
試
験
実
施
委
員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
た
。
一
つ
は
九
二
年
度
定
員
六
〇
名
の
増
加
と
農
学
部
改
組
に
伴
う
定
員
配
分
の

変
更
で
あ
る
。
新
定
員
二
五
二
二
名
を
各
系
前
・
後
期
日
程
に
振
り
分
け
る
作
業
が
行
わ
れ
た
。
第
二
は
外
国
語
（
英
語
）
の
音
声
テ

ス
ト
の
実
施
で
、
入
学
者
選
抜
制
度
調
査
委
員
会
の
答
申
を
受
け
て
二
年
の
予
告
期
間
を
お
い
て
文
Ⅰ
系
の
前
期
試
験
へ
の
導
入
を
準

備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
は
推
薦
入
学
実
施
に
つ
い
て
、
既
に
行
っ
て
い
る
他
大
学
の
例
も
参
考
に
北
海
道
大
学
に
お
い
て
も
検

討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
節

学
部
一
貫
教
育
体
制
と
入
学
試
験

一
九
九
一
年
文
部
省
に
よ
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
受
け
て
北
海
道
大
学
も
教
育
体
制
の
改
編
に
向
け

大
き
く
動
き
出
し
た
。
九
二
年
六
月
の
評
議
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
学
内
の
議
論
「
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」「
学
部
教

育
専
門
委
員
会
」
を
踏
ま
え
、「
現
在
教
養
部
で
一
括
し
て
い
る
一
般
教
育
の
実
施
体
制
を
学
部
を
教
育
主
体
と
す
る
体
制
に
転
換
す

る
と
共
に
、
学
生
編
成
も
学
部
別
と
す
る
」
決
定
が
な
さ
れ
た
。
教
養
部
を
廃
止
し
て
各
学
部
が
初
年
次
か
ら
卒
業
ま
で
一
貫
し
て
教

育
を
行
う
新
体
制
が
九
五
年
か
ら
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
入
学
試
験
に
お
け
る
定
員
配
分
も
大
幅
な
再
編
が
必
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要
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
年
末
に
は
入
学
者
選
抜
制
度
調
査
委
員
会
に
諮
問
が
行
わ
れ
た
。
答
申
は
九
三
年
二
月
二
日
に

出
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
二
月
十
日
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
以
下
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
九
五
年
度
か
ら
系
・
課
程

別
入
学
試
験
を
廃
止
し
、
学
部
単
位
か
学
部
内
の
系
単
位
、
具
体
的
に
は
文
学
部
、
教
育
学
部
、
法
学
部
、
経
済
学
部
、
医
学
部
、
歯

学
部
、
薬
学
部
、
獣
医
学
部
、
水
産
学
部
の
九
学
部
と
理
学
部
四
系
、
工
学
部
四
系
、
農
学
部
三
系
の
一
一
系
と
で
募
集
を
行
う
こ
と
。

第
二
に
募
集
人
員
は
前
期
日
程
二
一
一
二
名
、
後
期
日
程
四
一
〇
名
と
す
る
こ
と
。
第
三
に
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
、
第
二
次
試
験

の
科
目
は
一
部
を
除
き
、
現
行
通
り
と
す
る
こ
と
。
第
四
に
後
期
日
程
に
現
行
の
医
学
部
、
歯
学
部
に
加
え
て
薬
学
部
、
獣
医
学
部
で

も
面
接
試
験
を
導
入
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
選
抜
方
法
と
し
て
薬
学
部
で
一
部
定
員
に
つ
き
推
薦
入
学
を
実
施
す
る
こ
と

も
承
認
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
九
五
年
度
以
降
の
入
学
試
験
の
大
綱
を
二
月
に
定
め
、
そ
れ
を
三
月
二
日
に
公
表
し
た
。

一
九
九
四
年
度
入
学
試
験
は
従
来
通
り
の
七
系
二
課
程
で
募
集
を
行
う
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
。
九
三
年
五
月
か
ら
例
年
通
り
の
準

備
を
進
め
る
傍
ら
、
九
五
年
以
降
の
学
部
一
貫
教
育
の
導
入
に
伴
う
入
試
制
度
の
改
編
に
向
け
て
、
三
月
の
「
大
綱
」
に
続
く
、「
細

目
」、
さ
ら
に
は
「
入
試
の
実
施
組
織
お
よ
び
そ
の
運
営
」
も
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
総
務
部
会
の
充
実
、
特
別
選
抜
機
関
の
独
立
な

ど
実
効
性
の
向
上
と
責
任
体
制
の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
。

一
九
九
四
年
五
月
に
入
る
と
新
た
な
学
部
・
系
別
の
募
集
方
式
で
九
五
年
度
入
学
試
験
の
基
本
方
針
を
定
め
た
。
こ
の
入
学
者
選
抜

委
員
会
か
ら
は
、
新
設
の
副
学
長
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
る
。
九
五
年
度
入
学
試
験
の
最
初
は
九
四
年
暮
れ
の
薬
学
部
推
薦
入
試

で
あ
っ
た
。
十
一
月
に
受
験
者
を
一
〇
七
名
に
絞
り
、
十
二
月
小
論
文
と
面
接
に
よ
る
試
験
を
行
い
、
同
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で

一
六
名
の
合
格
者
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
同
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
文
・
理
・
工
の
三
学
部
で
の
臨
時
増
募
廃
止
、
お
よ
び
文
・

理
・
工
・
水
産
の
四
学
部
で
の
学
部
学
科
改
組
に
伴
う
定
員
の
再
配
分
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
外
国
語
（
英
語
）
の
音
声
テ
ス
ト
を
九

六
年
度
か
ら
文
系
四
学
部
の
入
学
試
験
で
実
施
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
関
す
る
公
表
は
九
五
年
三
月
ま
で
に
行
う
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

一
九
九
五
年
度
入
学
試
験
で
は
一
月
の
兵
庫
県
南
部
地
震
の
影
響
で
願
書
受
付
に
若
干
の
混
乱
が
出
た
も
の
の
、
前
期
日
程
試
験
に
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つ
い
て
は
定
員
二
〇
六
二
名
に
対
し
六
三
三
九
名
（
三
・
〇
七
倍
）、
後
期
日
程
試
験
に
つ
い
て
は
定
員
四
一
〇
名
に
対
し
五
〇
七
五

名
（
一
二
・
三
八
倍
）
と
例
年
並
み
の
応
募
が
あ
っ
た
。

初
の
学
部
・
系
別
入
試
を
経
験
し
た
後
、
翌
年
度
に
向
け
た
一
九
九
五
年
度
最
初
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
九
六
年
度
入
学
試

験
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
学
部
で
後
期
日
程
試
験
の
方
法
を
若
干
変
更
・
改
善
し
た
他
は
九
五
年
度
の
も
の
を
踏
襲
し

た
。
た
だ
し
、
募
集
人
員
に
つ
い
て
は
、
教
育
学
部
の
臨
時
増
募
廃
止
に
よ
り
一
〇
名
が
減
じ
、
工
学
部
が
四
学
科
か
ら
機
械
工
学
、

応
用
物
理
学
、
原
子
工
学
の
三
学
科
に
改
組
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
定
員
配
分
が
変
わ
り
、
前
期
日
程
二
〇
五
一
名
、
後
期
日
程
四
一
一

名
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
節

開
か
れ
た
大
学
と
入
学
試
験

一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
大
学
と
社
会
の
関
わ
り
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
中
、
入
学
試
験
制
度
も
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応

す
る
形
で
、
多
種
の
制
度
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
窓
口
が
多
様
化
し
た
。
同
時
に
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
す
方
向
か
ら
、

入
学
試
験
に
つ
い
て
も
閉
鎖
的
な
秘
密
性
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、
公
開
度
を
高
め
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
北
海
道
大
学
入
試
説
明
会
」
は
以
前
か
ら
開
催
さ
れ
、
試
験
問
題
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど
、
道
内
の
高
等
学
校
と
の
連
携
が
比
較
的
密

に
と
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
に
は
百
年
記
念
会
館
内
に
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
進
学
情
報
サ
ー
ビ
ス
室
」
を
設
置
し
、
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
に
関
す
る
情
報
も
入
手
し
易
く
な
っ
た
。
九
八
年
か
ら
全
学
的
に
実
施
さ
れ
た
「
体
験
入
学
」
は
、
九
九
年
に
「
オ
ー

プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
に
発
展
し
、
大
学
・
学
部
を
広
く
高
校
生
に
開
放
し
、
受
験
希
望
者
が
自
由
に
参
加
で
き
る
学
部
説
明
会
や

施
設
見
学
に
よ
っ
て
、
大
学
を
対
受
験
生
の
面
か
ら
社
会
に
開
か
れ
た
機
構
に
し
て
い
く
試
み
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
新
し
い
試
み
と

と
も
に
、
入
学
試
験
を
取
り
巻
く
環
境
も
公
開
度
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
国
立
大
学
協
会
の
開
示
指
針
を
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も
と
に
、
北
海
道
大
学
独
自
の
入
学
試
験
情
報
開
示
の
努
力
が
な
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
五
月
に
は
、
九
八
年
度
第
二
次
入
試
基
本
方
針
に
お
い
て
、
一
般
選
抜
、
帰
国
子
女
特
別
選
抜
、
推
薦
入
学
特
別
選
抜

に
、
教
育
学
部
で
新
た
に
採
用
さ
れ
た
高
等
専
門
学
校
卒
業
生
選
抜
が
加
わ
り
、
入
学
試
験
方
法
の
多
様
化
が
進
ん
だ
。
十
二
月
の
入

学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
九
八
年
度
薬
学
部
推
薦
入
学
合
格
者
一
六
名
を
決
定
し
た
ほ
か
、
全
学
九
〇
名
の
臨
時
増
募
廃
止
に
伴
い
、

前
期
日
程
一
九
二
五
名
、
後
期
日
程
四
三
二
名
、
計
二
三
五
七
名
の
定
員
の
配
分
を
決
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
出
願
資
格
の
範
囲
拡
大

を
巡
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
九
八
年
二
月
の
第
二
次
試
験
（
前
期
日
程
）
合
格
者
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
合
格
者
発
表

が
開
始
さ
れ
、IT

時
代
は
大
学
の
入
学
試
験
制
度
に
ま
で
及
ん
だ
。

一
九
九
八
年
に
は
臨
時
増
募
の
最
終
廃
止
で
三
二
名
の
定
員
減
と
な
り
、
前
期
日
程
一
八
九
八
名
、
後
期
日
程
四
二
七
名
、
計
二
三

二
五
名
の
新
定
員
を
学
部
別
に
配
分
し
た
。
こ
の
間
進
め
ら
れ
た
学
内
委
員
会
の
見
直
し
整
備
を
き
っ
か
け
に
、
入
学
試
験
に
関
連
す

る
諸
委
員
会
や
機
関
の
規
程
等
が
全
般
的
に
見
直
さ
れ
、
入
学
者
選
抜
委
員
会
規
程
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
要
項
、
入
学
者

選
抜
制
度
調
査
委
員
会
要
項
、
申
し
合
わ
せ
、
実
施
部
会
要
項
が
改
め
て
整
備
さ
れ
た
。
推
薦
入
学
の
採
用
も
増
え
、
二
〇
〇
〇
年
度

か
ら
理
学
部
二
系
お
よ
び
歯
学
部
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
受
験
生
向
け
の
大
学
案
内
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
「
エ

ル
ム
の
学
園
」
も
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
も
の
へ
と
大
幅
な
見
直
し
が
始
ま
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
入
学
試
験
に
向
け
て
、
一
九
九
九
年
五
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
化
学
科
、
地
球
科
学
科
を
新
設
し
た
理
学

部
、
前
・
後
期
の
比
率
を
変
更
す
る
歯
学
部
お
よ
び
薬
学
部
に
つ
い
て
募
集
人
員
の
配
分
変
更
が
な
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
工
学
部

材
料
化
学
系
と
水
産
学
部
で
推
薦
入
学
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
二
〇
〇
〇
年
度
入
学
試
験
の
基
本
方
針
を
確
定
し
た
。
さ

ら
に
、
教
育
学
部
の
高
等
専
門
学
校
卒
業
者
選
抜
を
後
期
日
程
か
ら
前
期
日
程
に
移
す
こ
と
が
既
に
決
ま
っ
て
お
り
、
高
等
教
育
機
能

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
工
事
に
よ
り
試
験
場
の
一
部
を
学
外
に
移
す
こ
と
も
決
定
し
た
。
十
二
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
薬
学
部

一
五
名
の
ほ
か
、
理
学
部
地
球
科
学
科
五
名
、
理
学
部
化
学
科
一
〇
名
、
歯
学
部
一
〇
名
の
推
薦
入
学
試
験
合
格
者
が
認
め
ら
れ
た
。
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ま
た
、
医
学
部
の
定
員
五
名
減
に
伴
う
募
集
人
員
の
配
分
変
更
が
決
め
ら
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
、
こ
の
間
に
慎
重
に
準
備
を
進
め
て
き
た
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
（A

O

）」
入
試
体
制
が
発
足
し
、

新
た
に
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
と
入
学
者
選
抜
企
画
研
究
部
長
と
が
入
学
者
選
抜
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
、

学
部
・
系
の
責
任
で
行
わ
れ
て
き
た
推
薦
入
学
試
験
を
深
化
・
体
系
化
し
大
学
全
体
の
制
度
と
す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校
等
の
学
外

の
大
学
受
験
に
対
す
る
関
心
も
高
め
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
入
学
試
験
か
ら
経
済
学
部
、
理
学
部
地
球
科
学
科
、

理
学
部
化
学
科
、
歯
学
部
、
薬
学
部
、
水
産
学
部
で
そ
れ
ぞ
れ
五
〜
一
六
名
の
範
囲
でA

O

入
試
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
二
〇
〇
一
年
度
入
学
試
験
の
基
本
方
針
は
一
般
入
学
試
験
等
従
来
の
方
式
にA

O

入
試
を
加
え
た
六
種
類
の
入
学
者
選
抜
試

験
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
十
月
か
ら
十
一
月
に
行
わ
れ
た
初
のA

O

入
試
で
は
、
経
済
学
部
九
名
、
理
学
部
地
球

科
学
科
五
名
、
理
学
部
化
学
科
九
名
、
歯
学
部
九
名
、
薬
学
部
一
五
名
、
水
産
学
部
一
七
名
の
合
格
者
が
決
ま
っ
た
。

第
三
章

大
学
院
改
革

一
九
九
〇
年
代
の
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
改
革
で
最
重
要
の
課
題
と
さ
れ
た
の
は
大
学
院
改
革
で
あ
る
。

北
海
道
大
学
の
全
学
レ
ベ
ル
に
お
け
る
新
た
な
大
学
院
改
革
の
胎
動
は
一
九
八
八
年
七
月
、
全
部
局
長
等
で
構
成
す
る
「
大
学
院
問

題
懇
談
会
」
の
設
置
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
翌
年
五
月
に
は
「
北
海
道
大
学
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
同
委
員
会

は
九
〇
年
七
月
に
中
間
報
告
（
事
実
上
の
最
終
報
告
）「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
大

学
院
改
革
具
体
化
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
大
学
院
改
革
に
傾
注
さ
れ
た
努
力
の
結
果
、
そ
の
最
も
可
視
的
な
成
果
と
し
て
実
現
し
た
の
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